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	地公三者共闘（自治労道本部、全道庁、北教組）は８月３日、道人事委員会と交渉を行いました。（道本部ＨＰより）
勧告について、道人事委員会は「民間給与および職員給与については現在集計中で具体的に話しできる段階にはない。人勧の内容や他都府県の動向に留意し検討を進める」と回答しました。
地公三者は、次の点を強く申し入れました。

①　50歳台後半層の給与の取り扱いについて人事院が考えている手法は職務給の原則に反し、年齢だけをターゲットにするもので絶対に認めない。道人委員会としても問題を十分認識し、追随することないように。

②　道職員と家族の生活は、この間の月例給、一時金、手当の引き下げと、道の独自削減という「二重削減」で限界にきている。道職員の独自削減の停止勧告を強く求める。

③　労働基本権制約の代償機関としての役割をしっかり果たすこと。
	
	
	


中央段階では、公務員連絡会が昨日４日、第３次中央行動を背景に、人事院給与局長と再交渉を行いました。詳細は、明日の教宣で報告します。


第44回全道自治体職員等野球選手権全道優勝大会（自治労野球全道大会）が、７月31日から稚内市で行われ、全道から28チームが参加したたかいを繰り広げました。８月２日、南幌町職と苫小牧消防協が決勝戦に勝ち進み、１対０でみごと苫小牧消防協が優勝しました。９月11日から香川県さぬき市で開催の全日本自治体職員等スポーツ大会には、優勝した苫小牧消防協と昨年全道優勝した苫小牧市職労の２チームが出場します。　【最終組み合せ表は２面】




















































































































































































人事院の不思議


どこまでエスカレートするマスコミ報道





官庁速報（電子版）に人事院勧告の内容と勧告日について報道がありました。この間に出された内容の焼き直し的なものです。





道本部は、自治労本部を通じて人事院に対し、マスコミ対策を強く要望していますが、一向に収まりません。


人事院は、公務員連絡会に「マスコミの憶測記事である」と説明し、また、検討状況は「27日の給与局長交渉の回答の域は超えていない」としています。まったく不思議な人事院です。


　


４日は給与局長交渉。自治労本部・公務員連絡会はしっかり抗議し、交渉の結論が「マスコミ報道どおり」とならぬよう交渉強化を！！


【７／３・道本部ＨＰより】














津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


